

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































①化学療法患者の検温の前に評価表に目を通す。 1(6.3） ３（18.8） 10(62.5） 1(6.3） 0 1(6.3）
②評価表を使用し、患者の状態が把握しやすくなった。 6(37.5） 8(50） 2(12.5） ０ 0 ０
⑤評価表を使用し、患者の状態を知るための時間が短縮出来た。 6(37.5） 8(50） 2(12.5） ０ 0 ０
④評価表を使用し患者の状態変化や問題点がわかりやすくなった。 4(25） 9(56.3） 3(188） ０ ０ ０
⑤評価表により患者の問題点の把握が容易になった。 7(43.8） 9(56.3） ０ 0 0 ０
⑥評価表により患者の望むケア・対処方法がわかる。 9(56.3） 7(43.8） ０ ０ 0 ０
⑦患者の状態は、評価表から予測された状態である。 3(18.8） 4(25） 6(37.5） ０ 0 3(18.8）
⑤評価表の対処方法を実施している。 8(50） 6(37.5） 2(125） ０ 0
⑧評価表の対処方法を不安なく実施できる。 3(18.8） 7(438） 2(12.5） 1(6.3） ０ 3(18.8）
⑩対処方法を知ることにより、タイムリーなケアが出来る。 4(25） 9(56.3） 3(18.8） 0 0 ０
⑪患者の状態・対処方法を知ることによりコミュニケーションがよ
<なった。 3(18.8） 4(25） 9(56.3） ０ ０ ０
⑪評価表により受け持ち以外の患者を検温することへの不安が少な
<なった。 1(6.3） 6(37.5） 8(50） 1(6.3） ０ ０
⑬評価表を導入し、患者にとってのメリットはあったと思うか。 ９（56.3） ７（43.8） ０ 0 ０ 0
⑭評価表の評価項目の不足分・追加修正したらよいもの。 脱毛に関して１(6.3)、胸部症状１(6.3）
⑮評価表を受け持ち看護師が立案・記載し、検温者が活用する運用
方法は適切である。 ４（25〕 ８（50） 3(18.8） ０ ０ 1(6.3）
